
保育所事故予防研修会保育所事故予防研修会
平成26年度
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経費

日程及び会場

対象 定員

最新の保育政策の動向やガイドライン、乳幼児期の発達の特性にあわせた事故予防、アレルギー対
応及び感染症対策の最新の知見を理解し、保育所並びに個人のリスクマネジメント力を高める。

⑴　研修会受講費として10,000円を受講票送付の際に指定する口座にお振込ください。
⑵　交通費及び宿泊費・昼食費は自己負担になります。

１ 研修のねらい

・最新の保育制度の動向と関係法令及びガイドラインを理解する。
・子どもの予防接種及び保育所における感染症対策の最新情報を理解する。
・乳幼児期の子どもの発達特性にあわせたリスクマネジメント、体制づくりを学ぶ。
・乳幼児期の食物アレルギーの基礎知識と保育所における対応を学ぶ。

２ 研修の内容

３ ４主催 後援
社会福祉法人　日本保育協会

保育所の保育士並びに保育所職員

【東京会場】
〈日程〉平成27年2月12日㈭〜13日㈮の2日間
〈会場〉御茶ノ水ソラシティ
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台4-6
電話：03-6206-4855（代表）
○電車：JR・地下鉄「御茶ノ水駅」より徒歩１分

【大阪会場】
〈日程〉平成27年2月5日㈭〜6日㈮の2日間
〈会場〉千里阪急ホテル
〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町2-1
電話：06-6872-2211（代表）
○電車：地下鉄御堂筋線・大阪モノレール「千里中央駅」より徒歩５分

厚生労働省

各300名（１施設から１名まで）

※当日は、研修資料に加えて、《エピペントレーナー》を配布いたします。
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研修プログラム

日程表

№ 研　修　科　目 時間 講　師　名

１ 保育制度の動向と
関係法令及びガイドライン

講義
１時間30分

厚生労働省　雇用均等・児童家庭局　保育課
　保育指導専門官

馬　場　耕一郎

２ 子どもの予防接種と感染症対策 講義
１時間30分

大阪府済生会中津病院　臨床教育部・感染管理室
　部長・医学博士

安　井　良　則

３ 乳幼児期の発達と
保育所のリスクマネジメント

講義・討議
３時間

日本保育応急救護協会
　保育士、保育事故の応急救護講習インストラクター

（AHA BLS, LSFA Children's）
遠　藤　　　登

４ 保育所におけるアレルギー対応 講義
３時間

昭和大学　医学部　小児科学講座
　講師・医学博士

今　井　孝　成

時間
日
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保育制度の動向と
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憩

子どもの予防接種
と感染症対策
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第　２　日
乳幼児期の発達と

保育所のリスクマネジメント

休
　
　
　
　
　
憩

保育所におけるアレルギー対応

修
了
証
配
付

※講義スケジュールは、都合により変更になる場合がございます。
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受講申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課になります。申込書
（４ページ）に必要事項をご記入の上、同主管課が指定する申込み締切期日までにお申込みください。
全体の受講者数の状況によっては受講いただけない場合もございます。その際には日本保育協会より
同主管課を通じてご連絡いたします。

⑴　本研修会は通修となりますので、宿泊が必要な場合、各自でご手配ください。なお、研修会場近
隣の宿泊施設につきましては、受講票送付の際にご案内いたします。

⑵　受講者には、日本保育協会から申込書にご記入いただいた住所あてに、研修会当日の約１カ月前
までに受講票を送付します。

⑶　受講者には、研修会の一環として、事前シートをご提出いただきます。事前シートは、受講票送
付の際にご案内いたしますので、提出期限までに必ずご提出ください。

⑷　事前シートを提出いただき、研修の全課程を受講された方には修了証を発行します。
⑸　お申込み後の受講取消しには、キャンセル料が発生します。詳細は受講票に記載いたします。
⑹　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
⑺　研修期間の途中からの受講はできません。
⑻　同伴者・付添者は、原則会場へは入場できませんので、ご了承ください。
⑼　第１日目の昼食は各自ですませてからご来場ください。第２日目の昼食について、お弁当をご希

望の方は、研修会実施の約１カ月前にお送りする受講票の中に、詳細及び申込書を同封いたします
ので、FAXにてJTB指定の連絡先へお申込みください。

⑽　保育所事故予防研修会経費の取り扱いについては、日本保育協会が指定する株式会社JTBコーポ
レートセールス霞が関営業部・第六事業部に業務を委託します。
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申込み手続き

その他

▶研修会講義の内容や実施概要に関するお問い合わせについては、
　下記担当者へご連絡ください。

〒102-0083 東京都千代田区麹町1-6-2　アーバンネット麹町ビル6階
	 社会福祉法人　日本保育協会　研修部（加藤・佐藤・上條）
	 電　話　　03-3222-2115（研修部直通）
	 E-mail　　kensyu@nippo.or.jp
	 ※申込先ではありませんので、ご注意ください。

❸ 

※個人情報の取り扱いについて
申込書に記載していただく個人情報は、研修の実施上必要なお申込み内容の確認、及び受講者となっ

た方へ受講票を送付する際に使用します。また、日本保育協会から、お申込みいただいた方や保育所へ
連絡する必要がある際に使用します。これらの目的以外には使用しません。



保育所事故予防研修会
平成26年度

申込書

フリガナ 年 齢 性 別

お　名　前

歳

１．男性

２．女性

運 営 主 体
（該当箇所に○）

１．公営　　　　　　　　　　２．民営（公設民営含む）

法　人　名
（民営のみ）

勤務先名称

勤務先所在地

（〒　　　　−　　　　　　）

勤務先電話番号 　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

現　職　名

１．保育士　　　　　　２．リーダー保育士　　　　　　３．主任保育士

４．副施設長　　　　　５．施設長　　　　　　　　　　６．看護師・保健師

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

現職の
経験年数

（月数切り上げ）
　　　　　　　　　　　年

保育士としての
経験年数

（月数切り上げ）
　　　　　　　　　　　年

希望の開催地
（該当箇所に○）

　　１．大阪開催（２月５日〜６日）　　２．東京開催（２月12日〜13日）

【注意事項】
・「現職の経験年数」及び「保育士としての経験年数」は、月数切り上げとなりますので、小数点以下は
不要です。例えば、経験年数１年３ヶ月の場合、経験年数「２年」となります。

・申込書の項目は全てご記入ください。空白がある場合、受け入れできないことがございます。
・日本保育協会に直接お申込みすることはできません。都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）
主管課のご推せんが必要です。
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